[旧]富山大学学報，第167号 by [旧]富山大学
昭和51年 4月 5月 号 学
第167号 （昭和51年4月・5月）
自 次
学 長 告 辞
関 係 規 則 .. . .. .・H・－－…. . ・H・... ......・H・.....・H・.. 2 
学 内 規 則 ...・H・. .... ・H・H・H・.. .・H・... . .....・H・.. 2 
富山大学学則の一部 改正 .. ・H・－－…...・H・－－…・H・H・－－ 2 
富山大学保 健管理セン ター 規則の一部 改正 ・H・H・－－ 4 
富山大学附属図書館文献複写規則の一部 改正 …… 5 
富山大学大学院学則の一部 改正 ・・・・H・H・.....・H・－－… 5 
富山大学 教育学部 附属 学校規則の一部 改正 ……… 6 
諸 会 議 .. ・H・....・H・.. ..・H・－－…・H・H・－…...・H・. 8 
人 事 異 動 ・H・H・－－……...・H・.....・H・. .. ・H・H・H・. . 8 
学 内 諸 報 ……...・H・－－…...・H・.... ・H・H・H・－－……14
名誉 教授の称号授与 …... ・H・. ...・H・....・H・.....・H・. 1 4  
永年勤続者表彰 . .・H・H・H・.....・H・... . ・H・H・H・－－……14
学位取得 者 ...・H・－－…....・H・......・H・... .・H・－…. . ・H・.15 
海外渡航者 …...・H・······・H・－－…・…. .. ・H・－….. . ・H・..1 5  
叙位・ 叙勲 . .・H・·· ··・H・.... ・H・H・H・－－… . . ・H・－・…15
会計検査 院の会計実地検査 .. ・H・－….. . ・H・...・H・－…・15
富山大学学園ニュース編集委員会要項 ・H・H・－－……15
学内レク リ エー シ ョン ・H・H・－－…….. ・H・. .. ・H・－－…15
職 員 消 息 ..・H・.... ・H・.... .・H・.... ・H・－－…. . ・H・..16 
主 要 日 誌
昭和51年度入学式学長告辞
ご 入 学を お祝い申し上げま す 。
禅語』こ、 “雪は北嶺に寒〈 梅は南枝に香し” とあ り ま
す。 これは早春の景観をうたったもので すが， 雄峰立山は
いまだ白雪喧喧としてきびしい冬の様相であ り ， 一方山の
麓は すでに桜花繍漫の春を謡歌していま す 。
即ち北と南， 寒と暖， 厳と寛， 陰と陽と全〈相反するも
報 第167 号
のがそれぞれ 相関しながら展開していく大宇宙の厳然たる
生命を知ることができるのであ り ま す。
現在の諸君も同様でしょう。 苦しかった長い 受験生活か
ら解放され， いよいよ主体性をも った大学生活に転換する
記念すべきよき日がきたので す。 この時こそあ らためて大
学に志した目的， 今後の目標を冷静かっ真剣に考えるべき
で す。 これを大学入学に際しての初心というべきでしょう。
初心忘るべからず 精神ー到何事か成らぎ らん”の決意
こそ大切で す。
ゃ、も すると， 大学入学の興奮が冷め， いまま での緊張
感を失い最も大切な入 学の目的目標までも失って虚無感の
と り ことな り 脱落することのないよう心をひきしめていた
だきたい 。
ご存 じの如く， 大学は． あくまでも研究と 教育の場であ
り 文化の伝達， 伝承と新L ＜造 り 上げる創造の機 能を発揮
する学聞の場であるから， それ に伴う学習を否定すること
はできません。 学習と研究は大学に おける諸君の権利であ
り ， この権利こそ存 分に発揮して欲しいもので す。
大 学はまた人間形成の場であ り ， 青年 後期の人間形成の
仕上げのときであ り ま す 。 大学に おける人間形成は先ず 学
問研究を通してのもので すが， 課外活動による面もまこと
に大であ り ま す。 ス ポーツを愛し， 頑 健な体を作 り 上げる
ことが肝要であ り ， 個性を伸すための文化活動も意義ある
ことで す 。
大学の自由は， 学聞の進歩， 社会の発展のために極めて
重大なものとの認識によるものであって自由に対する責任
と自立性がなけねばならないと存 じ ま す。
今や我が国は． 高度成長を支えた内外の諸条件が崩れ去
り ， 高度成長から安定成長へ， 量から質へと変革すべきと
きとい われていま す。
経済危機，人口， 食糧， エネルギー， 環境等の重要問題
の山積しているとき， 最高学府の 学生として， 国際的視野
に立ち， 学聞の研究， 人格 の陶治に精進せねばな り ません。
諸君は大学入学にあた り 覚悟をあ らたにし， 誤ることな
し 片寄ることなし はたまた軽卒に附和雷同 することな
し 富山 大 学学生 としての誇 り をもち， 責任ある行動をと
っていただきたい。
諸君の人生は 永〈． 将来の栄 光は 期して待つ べきものが
あると存じま す。
希くは， 明 るし 大ら かに， 甘えることなし 不動の心
をもって大学生活を おくられんことを期待して 学長含辞と
いたしま す 。
昭和51年4月 10臼
富山大学長 林 勝次
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昭和 51年 4月 ・5月号
関 係
法 律
法 ..6.. .,., 
0 学校 教育法の一部を改正する法律（25)
学
（：：� 
5.  25 
o 国立 学校設置法の一部を 改正する法律（26) 5 . 25 
0国家公務 員災害補償 法等の一部を改正する法
律（31) 5 . 26 
政 令
0日本育英会法地 行令の一部を改正する政令
(64) 4 .  1
0児童扶 養手当法施 行令及び特別児童扶 養手当
等の支給に関する法律施 行令の一部を改正す
る政令（76) 4 . 30 
報 第167号
0文部省定員規 則の一部を改正する省令（同17 ) 5. 10 
0国立 学校設置法施行規則の一部を改正する省
令（同18) 5 . 10 
0国立大学の 学 科及 ぴ課程並びに講 座及 ぴ学 科
目 に関する省令等の一部を 改正する省令（同
24) 
o 国立大学の大学附置の研究所の研究部門に関
する省令の一部を改正する省令（同25)
0国立 学校設置法施行規則の一部を改正する省
5. 10 
5 . 10 
令（同26) 5 . 25 
0 国立大学の 学 科及 ぴ課程並び に講 座及 ぴ学 科
自に関する省令の一部を改正する省令（同27 ) 5 . 25 
0 国立大学の大学附置の研究所の研究部門に関
する省令の一部を改正する省令（同28) 5 . 25 
0 学校 教育法施 行規則等の一部を改正する省令
（同29) 5 . 31 
0児童手当法施 行令の一部を改正する政令（117) 5.  18 ｜規 則
0 学校 教育法の一部を改正する法律の施 行期日 ｜ o俸給等の支給の一部を改正する規 則（ 人事院
を定める政令（124 ) 5 . 25 
0国立大学の大 学院に置く研究 科の名称、及び課
程を定める政令の一部を改正する政令（125) 5. 25 
省 令
0国立の 学校に おける授業料その他の費用に関
する省令の一部を改正する省令（文部11) 4. 1 
0国立 学校設置法施行規則の一部を改正する省
令（同12) 4 . 1 
o 国立大学の 学 科及び課程並び に講 座及び 学 科
目に関する省令の一部を改正する省令（同13) 4 . 1 
0勤労者 財産形成促進法施 行規則の一部を改正
する省令（労働11) 4 . 1 
0 学校 教育法 施 行規則等の一音rsを改正する省令
（文部14) 4 . 1 
0大学の設置等の認可の申請 手続等に関する省
9 -7 )  4 .  1 
0初任給， 昇格 ，昇給等の基準の一部を改正す
る規 則（同 9 - 8 ) 4 .  1 
0 期末 手当及 ぴ勤勉手当の一部を改正する規 則
（同 9 -40)  4 . 1 
0職員の災害補償の一部を改正する規則（同16
0 ) 4 . 1 
0非常勤職員の給与の一部を改正する規則（同
9-1 )  4.  8 
0俸給の調整 額 の一部を改正する規 則（向 9 一
6 ) 5 . 10 
0俸給の特別調繋額 の一部を改正する規則（同
9 -17 ) 5 .  10 
0特殊勤務手当の一部を改正する規制（同 9 一
30 ) 5 . 10 
令（同15) 4 . 1 告 示
0文部省設置法施 行規 則の一部を改正する省令
（同16 ) 5 . 10 
0文部省共済組合運営規 則の一部を改正する件
（文部50 ) 4.  9 
学 内 規 則
富山大学学則の一部改正
富山大学学則の一部を改正する学則を次のと お り 制定する。
昭和 51年 4月23日
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富山大学長 林 勝次
昭和 51年 4月 ・ 5月 号 学 報 第167 号
富山大学学則のー留を改正する学則
富山大学学則（昭和25年1月2 0日制定） の一部を次のように改正する。
この 学則中「お よびJを「及び」に， 「おくjを「置くJに， 「行なう」を「行うjに，「またはJを「又は」
に， 「おきjを「置きjに， 「ならび に」を「並びにjに， 「行ない」を「行い」に， 「8 ヵ年をこえて」を「
8 年を超えて」に， 「もしくはjを「若しくはJに改める。
第31条 から 第33条までを次のように改める。
第31条 授業料の額及び徴収方法は， 国立の 学校に おける授業料その他の費用に関する省令（ 昭和36年文部省令
第9 号。 以下「省令」という。） の定めるところによる。
第32条 休 学を許可した場合は， 月割計算により休 学当月の翌月 から復 学当月の前月 までの授業料を免除 する。
第33条 授業料の未納， 死亡 又は 行方不明 のため除籍した場合は， 未納の授業料の全額を免除 することができる。
第35条を次のように改める。
第35条 入学料及 ぴ検定料の額及 ぴ徴収方法は， 省令の定めるところによる。
第36 条中「または 学生もしくは当 該学生の学資を主として負担している者が， 風水害等の災害を受け」を「又
は授業料の各 期 ごとの納 期 前 6月 以内（新 入 学者 に対 する入 学した日の属する期分の免除に係る場合は． 入 学前
1 年以内） に おいて， 学資を主として負担Lている者（ 以下「学資負担者」という。） が死亡し， あるいは学生
若しくは 学資負担者が風水害等の災害を受けた場合， その他これ らに準ずる場合にjに改める。
第36条の2 中「学資を主として負担している者」を「 学資負担者Jに改め， 同条 に次の1項を加える。
2 前項の規定によ り 入学料の免除を願い出た者で， 免除を許可きれなかった者又は半額免除を許可きれた者が，
免除の不許可又は半額免除の許可を告知した日から起算して14日以内に納付 すべき 入学科を納付しなかった場
合は， 学籍を有しないこととなる。
第39 条 第1 項中「助 手」の次に「 教頭」を加える。
第62条を次のように改める。
第62条 専攻 科の授業料， 入学料及 ぴ検定料の額及び徴収方法は， 省令の定めるところによる。
第66 条 第1 項中「2 ,4 00円jを「6, 000円jに改める。
第67 条 第3項中「1,2 00円」を「3, 000円Jに改める。
第7 0条の2 第3項中「1,2 00円」を「3.000円」に改める。
第72 条 第2項を次のように改める。
2 寄宿料の額及び徴収方法は， 省令の定めるところによる。
第72条 中 第3項を削 り ， 第 4 項を 第3項とし， 第 5 項を第4 項とし問項中「学資を主として負担している者」
を「学資負担者」に改め， 第 6 項を 第5 項とする。
第78条 第 l項中「附属中 学校」の次に「附属養護学校jを加える。
富山大学学則の一部を改正する学則（ 昭和 41年3月3（）日制定） の附則 第2 項を削る。
富山大学学則の一部を改正する学則（ 昭和 47年 5月1 .9日制定） の附則第2項から 第7 項までを削る。
富山大学学則の一部を改正する学則（ 昭和 5 0年 4月25日制定） の附則中第2 項を削 り ， 第3項を第2 項とする。
別表第1 の 教育学部の項中「法律 学jの次に「社会 学Jを， 「英語 科 教育」の次に「異常児 教育Jを加え． 同
ー「国際経営論 、表経済学部の項中「経営環境論jの次九 経営実務論」を加え． 同表工学部の項中「A応用物理化 学jの次に「ふ
環境化 学」を加える。
別表 第2 を次のように改めるの
別表 第2
学部 学 手キ 等 入 学 定 員 総 定 員
文 文 学 ヰヰ 8 0名 3 00名理
学 理 学 手ヰ 135名 53 0名部
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教 小 学 校 教 員 養 成 課 程 1 40名 520 名
育 中 学 校 教 員 養 成 課 程 50名 200 名
学 養 護 学 校 教員 養 成 課 程 20名 80名
部 幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30名 120名
車圭 経 i斉 且寸＝ 科 120名 520名i斉
部
学 経 営 学 科 120名 3 60 名
薬 薬 学 手ヰ 160名
学
部 製 薬 化 ：み子昆4 手ヰ 150名
電 気 工 寸,illー与 科 50名 200 名
工 工 業 it 寸＂＂与 手ヰ 4 5名 165名
金 属 工 学 科 40名 160 名
且寸z」． 機 械 工 学 科 50名 200 名
生 産 機 械 工 学 科 40名 160 名
部 化 学 工 ぷ寸ん一 手ヰ 40名 160 名
電 子 工 学 干ヰ 40名 160 名
lロI... 計 1,000名 4 ,14 5名
附 則
1 この 学則は， 昭和51年4月23日から篇行 し， 昭和51年4月 1日から適用 する 。 ただ し， 別表 第1の改正に つ
いては， 昭和51年 5月10 日 から適用 す る。
2 昭和 50年度以前に入学 した専攻生， 研究生， 聴講生及び特 別聴講 学生（定め られた在学期聞 が 延長された場
合で， 当該期間 の 始期が 昭和51年4月 1日以 後の者を除く。） に係る授業料の 額 は， 第66条 第1項， 第67 条 第
3 項及び 第70 条の2 第3 項の 規定にかかわらず， な お従前の 例による 。
3 昭和51年度に おいて 入学 した専攻生， 研究生， 聴講生及び特 別聴講学生（ 昭和51年3月31 日 以前から引続き
在学 し ている者であって， 定められた在学期聞 が 延長された場合に おける 当該延長期間 の 始期が 4月 1日以 後
である者を含む。 ） の授業料の 額 は， 第66 条 第1 項， 第67条 第3 項及び 第70 条の2 第3 項の 規定にかかわらず，
次のと おりと する 。 ただ し， 単位の 修得に前期（ 4月 1 日から 9月30日ま でをいう 。 以 下同じ 。 ）及び 後期（1 0
月 1日から翌年 の3月31 日ま で をいう。 以 下同じ。 ） を通じて履修 を必要と す る授業科目に係る聴講生及ぴ 特
別聴講学生の1 単位に相当 す る授業についての授業料の 額 は， 前期の l単位相当 す る授業に つ いての授 業 授業
料の 額 の2 分のlに 相当 する 額 と， 後期の1単位に相当 す る 授業についての授業料の 額 の2 分の lに相当 す る
額 を合わせた領と する 。
区 分 目lj 期
専 攻 生 研 究 生 月 審員 2,400 円
聴 講 生 ・特 別 聴 講 学 生 1単位 1,20 0 円
富山大学保健管理セン タ一規則の一部改正
富山大学保 健管理セン タ一規則の一部 を改正す る 規則を次のと お り制定 する。
昭和51年4月23日
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後 期
月 額 6,000 円
1単位 3,000 円
富山大学長 林 勝次
昭和51年4月・5月号 学 報 第167号
富山大学保健管理センター規則の一部を改正する規則
富山大学保健管理センタ一規則 （昭和50年5月30日制定）の一部を次のよ うに改正する。
第3条中第 3 号から第6号までをl順次1 号ずつ繰り下げ． 第 2 号の次に次の1号を加 える。
(3）学生相談員
第4条中第 3項を第4項とし， 問項中 「所長及び教官Jを「所長及び教官（第3条第2号の教官をいう。以下
第 6条第 2号， 第 7条第3 号及び第12条第1号において閉じ。） 」に改め， 第 2項の次に次の1項を加える。
3 学生相談員 は， 本学の教官をもって 充て ， 学長 が命ずる。
附 則
この規則は． 昭和51年4月23日から施行する。
富山大学附属図書館文献複写規則の一部改正
富山大学附属図書館文献複写規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和51年4 月23日
富山大学附属図書館文献複写規則の一部を改正する規則
富山大学長 林 勝次
富山大学術属図書館文献複写規則（昭和42年8月17日制定）の一 部を次のように改正 する。
別表を次のように改める。
別表 文献複写料金表
種 別 単位 料 金 備学内者 学外者 考
マイクロフィルム 基 本 料 1 ｛牛 100円 100円 古記録類等特に 手数を要
す る もの につい て は特殊
織影料1 コ マにつき 10 円
方 式 ネガフイノレム 1コマ 15円 20円 加算す る 。
A 5 1 枚 開｜ 60円 複 写用印画紙に よ る 。
B 5 1 枚 80円 90円
印 画 ヲl 伸
A 4 I 1 キ文 100円 110円
B 4 1 市文 150円 170円
電子複 写方式 B 4 以 下 1 干支 40円 45円
附 則
この規則は， 昭和51年4月23日から施行し，。 昭和51年4月 1 日から適用する。
富山大学大学院学則の一部改正
富山大学大学院 学則の一 部を改正 する 学則を次のとおり制定する。
昭和51年 5月28日
富山大学大学院学則の一部を改正する学則
富山大学大学院 学則（昭和42年5月19日制定）の一部を次のように改正 する。
富山大学長 林 勝次
この 学則 中「およびJを「及ぴ」に， 「おくJを「置く」に． 「ならびにjを「並ぴにjに， ［こえるJを「超
えるJに， 「もし くはJを「若し くはjに， 「またはJを「又はjに， 「行なうjを「行うJに， 「行ない」を
「行し、」に， 「行なわJを「行わ」に， 「おき」を「置きjに， 「あてるJを「充てるjに改める。
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第6条中
28名
薬 学 研 究 科 製 薬 化 学 専 攻 12名
を
学 ． 専 攻
薬 学 研 究 科 ｜ 制 薬 化学 専 攻
21名
12名
35名
1入口 言十
名PO OD を
BEE－o’UUJd 
名η，b 巧d唱EA
ム、ロ
LI 宇恒qa Qd ヲ匂め改
TiltU 
名目可d弓，噌EA
第9章を次のように改める。
第9章 授業 科， 入 学料及ぴ検定料
（授業料， 入学料及び検定料 ）
第27条 授業料， 入 学料及び検定料 の額 及ぴ徴収方法は， 国立の 学 校における授業料そ の他 の費用に関する省令
（昭和36年文部省令 第9号）の定めるとこ ろによる。
（授業料又は入 学料の免除及び徴収猶予等）
第28条 授業料 又は入 学科の免除及び徴収猶予等の扱いについて は， 大学学目ljの規定を準用する。
第28条の2， 第29条及び第30条 削除
富山大学大学院 学則の一部を改正 する学則（昭和47年6月16日制定）の附則第 2項から第6項までを削る。
富山大学大学院学則 の一部を改正 する学則（昭和50年4月25日制定）の附則第 2項を削る。
附 則
こ の 学則は， 昭和51年5月28日から施行L 昭和51年4月 1 日から適用する。
富山大学教育学部附属 学校規則の一部改正
富山大学教育 学部附属 学校規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
昭和51年5月28日
富山大学長 林 勝次
富山大学教育学部附属学校規則の一部を改正する規則
富山大学教育学部附属 学校規則lj （昭和41年1月17日制定） の一部を次のように改正する。
第1条中「中学 校及び幼稚園Jを「中学校， 養護 学 校及ぴ幼稚園」に改める。
第6条第l号を次のように改める。
(1) 国民の祝日に関す ・る法律（昭和23年法 律第178号） に定める休日
第 8 条中
区 分 学 級 数 学級定員 入 学 定員 総 定 員
普 通 学 級 12 40名 80名 480名
A寸uーヤ 校
殊 A寸A ゐー 級 3 12名 12名 36名
を
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普 通 学 級 12 45名 180名 540名
中 学 校
特 殊 �子...,_ 級 3 12名 12名 36名
幼 稚 園 普 通 学 級 2 35名 35名 70名
報学昭和51年4月・5月号
に改める。
区 分 学 級 数 学 級定 員 入 学 定 員 総 定 員
且寸＇： 校 普 通 学 級 lZ 40名 80名 480名
中 会寸Lιー 校 普 通 学 級 12 45名 180名 540名
学 昔日 3 8名 8名 24名
養 護 学 校
中 学 音E 3 8名 8名 24名
幼 稚 園 普 通 学 級 2 35名 35名 70名
第11条第 2項中 「様式1 及ぴ2Jを「様式1.
第12条を次のように改める。
第12条 授業料， 入 学料及ぴ検定料の額及ぴ徴収方法は，
（昭和36年文部省令 第9号）の定めるところによる。
富山大学教育 学部附属学 校規則 の一部を改正する規則（昭和44年1月27日制定）の附則第2項を削る。
富山大学教育 学部附属学 校規則の一部を改正 する規則（昭和47年7月28日制定）の附則第2項から 第 6項まで
を削る。
様式2 を様式 3 と し， 様式1の次に次の様式を加える。
（様式2 ) 
2 及び3 J に改める。
国立の 学校における授業料その他の費用に関する省令
一校
印一本全しす
H召
和 卒
氏昭
和
校謀t:. る
業程中 ノj、、，」
年 名
証
年学をと
月部修を月
富山大
学教育学部附属
養護学校長
第
号
書
日
生
σ〉了証日
回
7 
昭和51年4月1 日から適用する。昭和51年5月28日から施行し，
附
この規則は，
興j
昭和51年 4月 ・5月号
諸 .e:i』Z玄
昭和51年度 第1固肝機会（ 4月23 日）
C報告事項〉
(1）学生の懲戒（解除）について
(2）転入学（辞退）について
議
(3） 昭和51年 度追加合格 者の判定について
学
(4) 国 立大学協会 昭和51年度試験問題実地研究の試験場
大学について
(5） 富山大学学園ニュース編集委員会要項について
ζ審議事項コ
(1) 富山大学学則の一部改正（案）について
(2) 富山大学保 健管理センタ一規則の一部改正（案）につ
いて
開発 令年月 日
51 . 4 . 1 
II 
” 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
1’ 
// 
II 
II 
氏 名
井 上 5L 
l高 畑 農 紀
1山 本 孝
｜加 藤 清
！ 浮 橋 真 理
l 高島 克美
l中 川 忠 雄
l山 下 清 士
l上 杉 公 子
l尾 島 宏 幸
l因 子 直 幾｜
I �紫 田 淳
l道 林 良日
｜大 杉 登
｜高 森 満
l下 回 誠
人 事
発 令前の所属官職
報 第1 67号
(3) 富山大学鮒属図書館文献複写規 則の一部改正（案）
について
(4) 富山大学名誉教授 称号授 与について
(5）教官 人事について（和 漢薬研究所）
昭和51年度 第2図好機会（5月28 日）
に報告事項〉
(1) 昭和52年 度国立学校特別会計予算の概算要求につい
て
ζ審議事項〉
(1) 富山大学大学院学 則の一部改正（案）について
(2) 富山大学教育学部附属学校規 則の一部改正（案）に
ついて
(3) 国立大学協会昭和51年度試験問題実地研究の実施 に
ついて
(4) 学生の懲戒について（教養部）
異 動
異 動 内 合,,.,,. ｜ 発 令 者
｜ 講師（文理学部） ｜ 富山大学長
II 
助手（薬学部） II 
講師（教養部） II 
教育学部附属小学校教諭 II 
教育学部附属中学校教諭 II 
II II 
II ’F ｜教的附属養護学校教諭 II 
II 
II II 
教育学部附属養護学校養護教諭 II 
技能補佐員（経理部経理課自動車運転手）｜ II 
｜文部事務官（教育学部） II 
II II // 
II II // 
” II II 
II （経済学部） II 
II II II 
” （工学部） II 
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5 1. 4 .  1 国 中 輝 和 文部事務官（工学部） 富山大学長
II 竹 林 唯 夫 文部技官（ 教育 学部自動車運転手） II 
II 東 山 明 信 II II II 
II 池 田 栄 雄 II （文理学部） II 
II 宝 達 悦 子 事務補佐員（工学部） II 
II 荒 井 美智代 技能補佐員（工学部電話交換手） II 
” 高 見 町子 事務補佐員（ 教養部） II 
II 永 川 智 子 II （和 漢薬研究所） II 
II 岡 崎 真 弓 II II II 
採用 5 1. 4 .  2 砂子田 ｛山 吉 臨時用務員（薬学部作業員） I I 
5 1. 4. 8 内 多 美 樹 事務補佐員（和 漢薬研究所） II 
5 1. 4 . 16 横 山 泰 之 講師（ 教育 学部） II 
5 1. 5 . 1 木 村 三 郎 技術 補佐員（経理部主計課） II 
II 回 伏 良 子 事務補佐員（和 漢薬研究所） ” 
5 1. 5 . 10 丸 岡 成子 技能補佐員（庶務部庶務課電話交換手） II 
5 1. 5 . 12 宮 尾 幸 一 文部事務官（ 教育 学部） II 
II 半 田 三保子 事務補佐員（附属図書館） II 
5 1. 5 . 16 高 橋 キクエ 臨時用務員（経済学部作業員） II 
5 1. 5 . 2 1  中 村 明 子 教 諭る
： 教育学部附属養護学校（5 i.に臨時的に任.7.9用） す .5.21～51. II 
5 1. 4 .  1 森 博 講師（ 教育 学部） 助教授 （ 教育 学部） 文 部大臣
II 小 川 洋 通 II II II II II 
II 火 原 克 二 助手（経済学部） 講師（経済学部） 富山大学長
II 大 森 賢 二 II II ” II II 
II 丹 羽 昇 II II II II II 
” 藤 本 喬 雄 講師（ II 助教授 （ II 文 部大臣
II 増 田 信 彦 II II II If II 
昇任 II 的 場 勝 英 助手（薬 学部） II （薬学部） II 
II 加 藤 勉 II （工学部） 講師（工学部） 富山大学長
II 本 国 陽太郎 講師（ 教養部） 助 教授 （ 教養部） 文 部大臣
II 原 田 良 雄 II II II II II 
II 小 坂 光 一 講師（ II 助教授 （九州大学 教養部） II 
II 永 田 正 典 助教授 （薬学部） 教授 （ 富山 医 科薬 科大学医学部） II 
II 横 川 保 神戸大学経理部長 事務局長 II 
II 野 村信 生 工学部事務長 補佐 経営短 期大学部事務長 II 
II 小 林 武 庶務部 人事課任用係長 庶務部庶務課課長補佐 II 
II 高 崎 公 文 教養部 学務係長 工学部事務長補佐 II 
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51.  4 . 1 I岡 山
II ｜高 森
II l村 淳
雄 ｜ 庶務部庶務課学事調査係 ｜｜ 庶務部人事課職員係長｜法規主任 ｜ 
詑 ｜ 厚生課僻係保健主任 ｜ 厚生課保健係長
巌｜教養部庶務係庶務主任 ｜ 教養部学務係長
富山大学長
II 
” 
II 
森 井 正｜文部事務官（教育学部） ｜ 庶務部庶務課庶務係庶務主任
前 田 邦 樹 1 II （庶椀E人事課）｜庶務部人事課任用係任用主任 II 
II II 
II 土 肥 隆 一
清 水 タカ子
安 部 吉 孝
II （教育学部） 厚生課保健係保健主任
II 
II 
’f 
II （庶干結R庶務課）｜文理学部庶務係庶務主任 II 
II （経済学部） 教育学部会計係会計主任 II 
II 中 国 孜 II （和漢調青究所）｜薬学部庶務係庶務主任 II 
” 塚 田 健夫 II （工学部） 工学部会計係用度主任 II 
昇任
II 森 田
野 口
中｝｜
弘｜厚生課長 ｜富山工業高等専門学校事務部長
｜ 庶務部人事課任用係任用主 ｜隆｜任 ｜ 富山医科薬科大学庶務主幹付人事係長
厳 ｜ 教育学部会長師会計主任 ｜富山工業高等専門学校会計課出納係長
文部大臣
富山医科期ヰ
大 学 長
富山工業高等
皇国主藍長
II 
II 
II II 庶務課庶務係長
II 加賀見
近 岡 忠 夫｜薬学部庶務係庶務主任
実｜工学部会計係用度主任 ｜富山商船高等専門学校会計課出納係長 富山商船高等霊旦主量五
文部大臣
” 
s1 . s i I長 沼 忠兵衛 ｜ 助教 授 （教育学部） ｜ 教授（文 理学部）
II ｜ 菅 井 道 三 ｜ 助手（名古屋大学理学部） ｜ 助教授 （ II ) 
II ｜ 中 本 昌 年 ｜ 講師（文理学部） I II ( II 
II 
II 
II （教育学部）
II ( II ) II 
j 
； 
wnM
一－
立ロ一
一
学一
l 一
ー
； 
育
－ f一
丸
教一
一
rl、一，t、－fL‘、； ；司 一 一 徳： 日恒一川ハ一台干地 一野
一
井
一一野山
一塚
一山
II 
II 
II 
II 
II II 
II 荻 田 善
今 江 秀 男｜ 教育学部学務係学生主任｜教育学部附属学校第二係長
II 
II （大阪大学医学部） ｜ 教 授 （和漢薬研究所） II 
II 富山大学長
II 横 山 正 弘
田 中 崇 子｜文部事務官（工学部）
II 
II 
II （教養部）
工学部庶務係庶務主任
教養部会計係会計主任
講師（神戸大学教養部）
助教授（富山工業高等専門学校）
神同大学長
文部大臣
51. 4 . 1 I稲 積 包 昭｜講師（文理学部）
II 北 辻 栄太郎I II （薬学部）
/I 
転任
島 木 信 子｜教諭（教育鴇附骨j学校） ｜ 教頭（教育学部附属苧竺
！ 富山工業高等専門学校庶l浦 田 隆 志 i I 庶務部庶務課文書係長｜ 務課庶務係長 ｜ 
｜ 富山商船高等専門学校会｜山 岸 長 幸｜ ｜ 経理部経理課給与係長｜ 計課用・度係長 ｜ 
II 
II 
II 
II 吉 沢
富山大学長
II 
誠｜文部事務官（金沢大学がん研究所）｜経理部経理課 II 
II 江 藤 憲 和
泉 田 享
田 中 茂
岡 本 邦 広
II 
II 
” 
II 
II （富山鵬特糊繍）｜ 教育学部
II ( II 糊） ｜ 教養部
川富叫糊開錦） ｜ II 
II ( II 庶務課） ｜ 和漢薬研究所
II 
II 
II 
富山医科薬科大学会計主幹付総務係長 富山 医科薬科大 学 長II 氷 見 嘉 康！文理学部会計係長
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51. 4 . 1 吉 本 徳 行 文部事務官（府、務部人事課 ） 富山医 科薬科大学 庶務主幹付 大
富山医学
科輯
長斗
II 菊 映 子 II （保健管理センター） II II II 
II 村 井 寿 子 II （薬学部） II II II 
II 宮 村 健 壮 II II II II II 
II 小 JIJ 君 子 II II II II II 
転任 II 谷 口 之 武 男 II （教育学部） II 会計主幹付 II 
II 道 寛 久 雄 II （薬学部） II II ’1 
II 蓮 田 初 枝 II II ” II ” 
II 演－ 栄 作 II （薬学部作業員） ” 会計主幹付作業員 II 
II 田 嶋 毅 文部技官（教育学部自動車運転手） ” 会計主幹付自動車運転手 II 
’i 上 山 勉 II （薬学部） II 薬学部 II 
51 5. 1 安 達 勇 作 教諭（鯨教育婚附属大塚欝僻校） 講師（教育学部） 富山大学長
51. 4 . 1 本 田 �L 教授（鳥取大学教養部） 教授 （文理 学 部） 文 部 大 臣
II 三 塚 正 臣 II （関工業高等専門学校） II （教育学部） II 
II 中 村 岡1 II （教育 学部） II （保健管理センター） ’1 
II 経 塚 嘉 一 教諭（教育学部附属小学校） 教諭（教育学部附属養護学校） 富 山大学長
II 嶋 作 恭 子 ” II II II 
II 島 田 芳 一 II II II II 
II 林 静 生 II （教育学部附属中学校） II II II 
II 西 田 良 正 II II II II 
II 毛 利 みち代 II II II II 
配置換 II 大 牟田 章 助教授（ II 助教授 （ 金沢大学法文 学部） 文 部 大 臣
II 増 田 克 忠 教授（薬学部） 教授 （ 富山医科薬科大学薬学部） II 
II 榎 本 三 郎 II II II II 
II 野 村 敬 一 助教授（ II 助教授 （ II II 
II 井 上 正 美 II ” II II II 
II 脇 功 巳 II II II II II 
II 安 立 準 助手（ II 助手 （ II 富大
山医学
科薬
長
科
II 木 村 郁 子 II II II II 
II 柏 木 寛 II II II II 
” キ本 昇 東北大学医学部附属病院医事課長 庶務 部 人事 課 長 文 部 大 臣
” 原 律 富 一 石川工業高等専門学校学生課長 厚生課 長 II 
II 成 瀬 正 夫 経営短期大学部事務長 経済学部事務長 ,, 
,, 竹 岡 環 経済学部事務 長 工学部事務長 II 
II 泉 田 利 享 工学部事務長 附属図書館 事務長 II 
II 高 松 正 雄 庶務部人事諜給与係長 庶務部庶務課 学 事調査係長 富山大学長
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5 1 .  4 . 1 永 森 俊 夫 教 育学部庶務係長 庶務部人事課任用係長 富山大学長
II 草 島 幸 雄 庶務部人事課職員係長 庶務部人事課給与係長 II 
II 長 沢 義 男 経済 学部学務係長 学生課 教 務係長 II 
II 宮 越 一 男 厚生課保 健係長 厚生 課厚生係長 II 
II 石 黒 勝 夫 経 理部経理課給与係長 文理学部会計係長 II 
II 山 下 毒 和 教育学部附属学校係長 教育学部庶務係長 II 
II 藤 田 信 二 庶務部庶務課文書係長 教育学部附属 学校係長 II 
II 奥 村 行 夫 厚生課厚生 係長 経済学部学務係長 II 
” 泉 三 郎 庶務部庶務課学事調査係長 工学部庶務係長 II 
II 西 尾 武 学生課 教 務係長 工学部学務係長 II 
II 高 尾 賞 文部事務官（ 教養部） 庶務部庶務課 II 
II 堀 口 勲 II （ 経済学部） II II 
II 雁 田 彰 II （ 工学部） 庶務部人事課 II 
II 松 井 博 文 II （庶務部庶務課） I II 
i配置換 ” 桶 喜 一 II （経理部経理課） 経 理部主計課 II 
II 牧 野 秀 膿 II （ 教 育学部） 経理部経 理課 II 
” 中 村 信 一 II （工学部） 学生課 I 
II 水 口 妙 子 II （ 教 育学部） 厚生課 II 
II 平 野 美智 子 I II 保 健管理セン ター II 
II 林 清 治 II （薬 学部） 教育学部 II 
II 渡 辺 登美枝 II （ 厚生 課） ” II 
II 武 久美 子 II （附劇部証明分館） II II 
I 斉 藤 純 一 II （ 教育学部） 経済学部 II 
II 佐久間 克 明 II （薬学部） II II 
II 道 寛 久 雄 1’ （ 教養部） 薬学部 II 
II 宮 村 健 壮 II （ 学生課） II II 
II 東 敏 II （経理部経理課） 工学部 II 
II 結 城 敏 II （附属図書館） 附属 図書館 工学部分 館 II 
II 淳崎 成 逸 庶務部庶務課課長補佐 富山医科薬科大学事務局付 文 部 大臣
5 1 .  5 .  1 藤 田 信 二 教育学部附属 学校係長 教育学部附属 学校第一係長 富山大学長
II 瀬 川 慶 之 教育学部附属学校係総務主任 教 育学部学務係 学生主任 II 
5 1 .  5 .  12 因 子 直 幾 文部事務官（ 教 育学部） 庶務部庶務課 II 
評議員解除（50 .6 .1 ～51 .3 .3 1 )
5 1. 4 . 1 手 崎 政 男 教授 （文理学部） 文 理 学 部 長（5 1.4 . 1 ～53 .3 .4 1) 文 部 大臣
評 議 員（ I 
併任 II 楠 瀬 勝 II II 評 議 員（5 1 .4 .1 ～52 .5 .3 1 ) II 
II 杉 本 新 平 II （ 教養部） 教評
養
議
部
員
長 �5 1.4. 1 ～II 5 3 .3 .3 1 ? II 
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51. 4 . 1 1 小 沢 慎一郎｜教授 （教育学部）
II 1山 口 政 ftlj I II （教育学部）
｜ 教育学部附属中学校長（51.4.1～53.3.3川文部大臣
『 教育学部附属，1］母校長（SIA l～53.3.31) 
教育学部附属幼稚園長（ II ) 
II 横 山 保I II （大阪大学経済学部）｜ 教授（経済学部） ( 51.4 l～見3.31,
荒 川 祐 吉 I II （神戸大学経営学部） ｜ II ( )/ ) ( II 
山 崎 高 感 ｜ 富山医科 薬科大学副学長 1 II （薬学部）（ II 
増 田 克忠 ｜ 教授（富山医科薬科大学薬学部）I II ( II ) ( II 
橿本三郎l II ( II )I II ( II ) ( II 
木 村 正 康 I II ( II l l II ( II ) ( II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
y F t 1 1 1’’t、1 1 
II 
）｜助教授（ II II 
1 1（ 1 1 ） 
II II 
II 
1 1 ｛ ｝ f F （ 1 1 
併任 ” ）｜助手（ II ) ( II 
)I II ( II ) ( II II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
II 
富山大学長
II 
II 菊 映子 ｜ 文部事務官（保健管理センター）厚生課併任解除
石7一喜子I II ·(ii�碍阪町7耕五庶務主幹付 I フ帽7
小川君子 I II ( II Jj II 
｜ 富山医科薬科大学 ｜ 蓮 田 初 枝I II ( I I 金註壁�－」一
上 山 勉 ｜ 文部技官（富山医科薪榊薬学部町 II 
平 野 美智子｜文部事務官（保健管理センター）厚生課（51.5.1～52.3.31)
吉 田 光 則 1 II （庶務部庶務課） ｜文部省管理局教育施設部契約課
II 
II 
II II 
II II 
II II 
51. 5 . 1 
II 
II 
文部大臣
II . s1. s .  10 I藤 田 正 寛 ｜教授（神戸大学経済経営研究所）
事務 I s1. 4 1 I 山 下 彰 三 阿部長
取扱 l II ｜ 酒 井 康 彦 教授（教育学部）
事務 ｜ I I 
代理 I si. s .  zs I 植 村 元 覚｜教授（経済学部）
職務 ｜ ｜ ｜ 命令1 s1. 4 i I 績 栄 作 ｜文部事務官（薬学部）
復職I si. 4 i I 坪 田 卓 同開官（工学部惜員）
休職I si. s 21 I 伊 東 与三次 ｜教育学部庶務係長
I 51. 4 1 I 安 岡 健次郎 ｜事務局長
II 1 永 田 佐 一 ｜附属図書館事務長
II ｜ 吉 回 徳 正 ｜ 工学部庶務係長
II ｜ 数 見 字佐男 ｜ 工学部学務係長
教授（経済学部） (51.5.10～52.3.31) 
庶務部人事課長事務取扱免
教育学部附属養護学校長事務取扱
附属図書館 工学部分館 長事務代理
作業員長免
休職の期間更新（51.7 .20まで）
辞職
文部大臣
II 
文部大臣
富山大学長
富山大学長
富山 大学長
文部大臣
II 
富山大学長
II 
II ,,. 
II 
中 国 フジエ｜文理学部学務係学生主任
砂子回 仙 吉 ｜ 文部椋（薬学部汽かん士）
坪 田 卓 同開官（工学部開）II 
II 
II 
II 51・5 . 1 I岡 田 静 子｜技能補佐員（工学部）
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51 . 5 .  1 北 川 悦 子 ｜ 鞠補佐帥I鞠矧）
辞 職
発 ｜ 助 手（薬学 部）51 . 5 . 31 辻
51 4 1 種 田 勝 巳 事務補佐異（薬学部）
II 石 田 政 行 臨時用務員（薬学部作業員）
51. 4 .  2 島 崎 藤 一 教授（文理学部）
II 毛 利 勉 II 
退職 ” 松 為 周 従 II （ 教育 学部）
51. 4 . 11 栗 林 繁 治 臨時用務員（ 教育 学部）
II 砂子田 ｛山 吉 II （薬学部）
II 佐 伯 正 公 II （工 学部）
II 南 宗 篤 II （ 教養部）
学 内 諸 報
名誉教授の称号授与
昭和51年4月停年退職された前文理学部 教授島崎藤一氏
に対し， 昭和51年4月23日付けで 富山大 学名誉 教授の称号
が贈られた。
名誉教授
島 崎 藤
東京帝国大学文学部
哲学科卒業
報 第167号
富山大学長
II 
51. 3 . 31 限り 富山大学長
II II 
51. 4 . 1 �艮り 文 部 大臣
II II 
” II 
51 . 4 . 10 限り 富山大学長
II ” 
II II 
II II 
昭和22年3月 富山高等 学校 教授 と して着任， 同25年3月
富山大学文理学部 教授 とな り， 29年間 にわた り終始熱心に
学生を 教育指導された 。 また評議 員等の 職を併任され本 学
の管理運営に寄与された。
永年勤続者表彰
本 学の 昭和51年度永年勤続 者表 彰式は， 開 学記念日の 5
月31日午前11時から会議室で行 われ， 次の勤続35年 5 名，
勤続20年16名の職員に対し 学長から表 彰状 と記念品が贈ら
れた。
勤続35年
文理学部 舘 照道 教育 学部 頭川 徹治
教育 学部 田中 久雄 II 島木 信子
経済学部 菅原 修
昭和51年度永年勤続者表彰式
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勤続20年 学 位 取 得 者
庶 務 部 浦田 隆志 庶務部 福田 倫子
II 草島 幸雄 経 理 部 中林 邦夫
経理 部 山岸 長幸 施 設 課 瀬川 義庚 取 得 者 文理学部 教授 舘 熊道
学 生 課 中田 昭晦 保セ健ン管タ理一 城川智都子 取 得 学位 文学博士（大 谷大学）
文理学部 小黒 千足 文理学部 中国 三郎 取得年月日 昭和51年5月19日
教育学部 大 塚 恵 一 教育学部 藤森 勉 学位論文 宗教哲学に おける 悪の研究ーカント及びフイ
II 中川 降 工 学 部 井村 定 久 ヒテの場合一
工 学 部 多々 静夫 教 養 部 高岡 博
海外 渡 航 者
氏 名 所 属 官 職 渡航の種類 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間
相馬恒雄 教育学部 助教授 海外研 修旅行 大 韓 民 国 学術交流及び地質調査
51 .4. 28 
結城善之｜教育学部｜助 手 ｜海外研 修旅行 ｜ ｜韓国農業研究と 討論
5 1. 4 . 19 
大 韓 民 国
51. 4 . 28 
51 .4 .  19 
杉 本 啓郎｜教育学部｜助 手 ｜海外研 修旅行 ｜ 大 韓 民 国 ｜韓国電子工学の研究と 討論
51 . 4. 28 
瓦電磁蕩蘭麗あ数値解析に関 する 国際
会議”に出席し研究発表を行う。ま
た 関連会議に出席し，各地の同じ分
野の研究者と 討論，意見交換及ひ調
査研究を行 うの
加!I 幸 雄｜工 学部｜教 授I i毎外研 修旅行
イタリア， チェコスロパキて
フランス， ベルギー，
ギリシア， ノルウェー，
大韓民国
叙位 ・ 叙勲
富山大学名誉 教授 倉田 軍一
煎三等に叙 し旭日中綬章を授ける
昭和51年4月29日 内閣
会計検査院の会計実地検査
昭和51年4月15日（木）から17日（土）までの 3日間，
昭和50年度分（教官に対して交付された 科学研究費 補助金
の経理を含む。）についての会計実地検査が次の担当官によ
ってfrわれた c
主任調査 官 石崎 保
調査官 宮内 富美夫
調査 官 猪瀬 鉄夫
調査 官 竹内 正幸
富山大学学園ニュース編集委員会要項
1 目 的
本 学の職員及び学生等に対し，学内の情報等を提供す
51 .5 .  28 
51. 7. 6 
る 「学園ニュース」を編集 す るため，富山大学学園ニュ
ース編集委員会（ 以下「委員会Jと いう 。）を置く。
2 構 成
(1 ) 委員会は，次の委員をもって組織する 。
ア 学生 部長
イ 各学部及び教養部から推薦された 教 官 各l名
(2) 前号のイの委員の任期は 2 年と し，再任を妨げない。
(3) 第l号のイの委員に欠員を生じたときは 補充する も
のと し，その委員の任期は，前任者の残余期間 と する 。
( 4) 委員会に委員長を置き，学生 部長をもって充てる。
3 庶 務
委員会の庶務は，学生課に おいて処理 する 。
附 則
この要項は．昭和51年4 月19日から施 行 する 。
学内レクリエーション
砂囲碁大会
実施月臼 5月8日（土） 午後l時
場 所 職員ホール
RU 
昭和51年 4月 ・5月号 学
入 賞 A級 優 勝 金坂 績（文理学部）
次 勝 平岩 康一 （薬学部）
第3 位 松嶋 道夫（短 大）
B級 優 勝 鎌田 元 一（文理学部）
次 勝 土肥 隆三（厚生課）
第3 位 小林 武 （庶務部）
C級 優 勝 松下 甚清（和漢研）
次 勝 岩城 広光（文理学部）
第3 位 田村 与市（ II 
職 員 消 息
〈新任者〉
事 務 局
事 務 局 長 横川 保
人 事 課 長 林 昇
文部事務官 浦田 隆志
II 山岸 長幸
II 吉沢 誠
技術補佐員 木村 三郎
技能補佐員 丸岡 成子
学 生 部
厚 生 課 長 原津 富一
文理学習
教 授 本田 51 
助 教 授 菅 井 道三
議 師 井上 弘
II 佐藤 進
文 部技官 池田 栄雄
教育学部
教 授 三塚 正 臣
講 師 横山 泰行
” 安達 勇作
教 諭 加 藤 清
II 浮橋 真理
報 第167号
教 諭 高島 克美
II 堂坂 芳彦
II 藤嶋 桂子
II 中川 忠雄
II 山下 清士
養護 教諭 上杉 公子
教 諭 中村 明子
文部事務官 江 藤 憲和
II 道林 一郎
II 因子 直幾
II 長田 平男
II 紫回 1享
II 宮尾 幸一
文 部技官 東山 明信
経済学 部
文部事務官 大杉 登
II 高森 満
臨時用務員 高橋キクエ
薬学 部
助 手 高畑 贋紀
工 学 部
文部事務官 田中 輝和
II 下回 誠一
事務補佐員 宝達 悦子
技能補佐員 荒 井美智代
教 養 部
講 師 山本 孝一
文部事務官 泉回 享 一
II 回中 茂
事務補佐員 高見 町子
和漢薬研究所
文部事務官 岡本 邦広
事務補佐員 岡崎 真弓
II 永川 智子
II 内 多 美樹
” 田伏 良子
附属図書館
事務補佐員 半田三 保子
く住所変更〉
教育学部
助 教 授 篠原 恵子
講 師 荒川千恵子
工 学 部
助 教 授 塩沢 和章
” 小林信之
nhU 
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教 養 部 13-14日 建築工事共通仕様書等改訂説明 会 （於 名
助 教 授 鴨野 幸雄 古屋大学）
〈 住居表示変更 〉 21日 第22 団東 海北 陸 地区 国立 学校等庶務部課長会議
経済 学部 （於 三 重大学）
助 教 授 小原 久治 22日 昭和51年度第 l 回日本 学術会議 中部 地 方区 会議
（於 富山大学）
II 角田 勝 24日 昭和51年度国立大学事務局長会議 （於 国立 教
育会館）
講 師 小島 i筒 25日 国大協 第3 ・ 第4 常置委員会 （於 学士会分館）
25 ～26日 昭和 51年度国立学校経理部課長会議 （於
II 香川 孝三 麹町会館）
27日 第3 回補導協議会
II 竹川 慎吾 28日 第2 回評議会
29 日 第1 回事務協議会
〈改 姓〉 31日 富山大学開 学記念日
工 学 部 富山大学永年勤続 者表彰式
技能補佐員 岡田 静子 （ 旧姓 菅 野）
事務補佐員 笹林 和 子 松崎） ｜ ｜ 文 理 学 部 ｜
主 要 日 誌
4月 1 日 昭和51年度 富山大学入学者 選抜試験合格者発表
5日 会計係長会議
9 日 昭和51年度 富山大学大学院入学式
10日 昭和5 1年度 富山大学入学式
15 ～17日 会計検査 院会計実地検査
20日 第 l 回保 健管理セン タ一委員会
23日 第1 回評議会
26 日 第 l 回 補導協議会
27日 第49 回東 海 ・ 北 陸 地区 国立 学校等会計部 ・ 課長
会議 （於 静岡大学）
5月 7日～ 8日 第26 回東 海北 陸 地区 国立大学長会議 （於
名 古屋大学）
昭和51年度近畿 ・ 北 陸 ・ 東 海 地区 共済組合
運営委員会 （於 天の橋立）
8日 学内囲碁大会
11日 液体窒素装置運営委員会
第2 回補導協議会
大 学基準協会第36 回総会 （ 於 私学会館）
13日 公務員宿舎委員会
4月 1 日 文理学部長に手崎政男 教授 併任発 令
12日 各学 科 ・ 専攻 科前学期授業開始
学部 教育実習委員会
新入学生オ リ エ ンテー シ ョン及 ぴ健康診断
1 4 日 教授会
人事教授 会
文理学部改組検 討委員会
1 6日 会計検査 院会計実地検査
選考委員会 （ 英語学）
20 日 文学 科 教 官会議
28日 教授 会
学部補導委員会
学部 レ ク リ エ ー シ ョン委員会と真率会役員会の
合同会議
5月 7日 文学 科 教 官会議
10日 選考委員会 （ 国語学）
11日 定期健康診断
13～14日 国立14大学人文系学部長会議 （於琉球大学）
17日 学部職業補導委員会
20 ～21日 国立15大学 理学部長会議 （於 山 形大学）
26日 教授 会
人事教授 会
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4月 5 日 附属小 学校始業式
6 日 附属小 学校入学式
7 日 附属中 学校始業式
附属養護学校始業式
8 日 前学期授 業開始
附属中 学校入 学式
附属養護学校入学式
附属幼稚園始業式
12 日 新入学生 オ リ エ ンテー シ ョ ン
附属幼稚園入園式
13 日 健康診断
14 日 教 務委員会
補導委員会
教授 会
16 日 会計検査 院会計実地検査
19 日 紀要編集委員会
21 日 予算委員会
特別 教職課程委員会
27 日 社会 教育主事講習打合せ会
27～28 日 北 陸地区 教 員養成学部事務長協議会 （於
金沢大学 ｝
28 日 教 務委員 会
5月10 日 職業補導委員会
附属学校運営委員会
11 日 補導委員会
13 ～14 日 日本 教育大学協会第 l 部会 （於 熱海市 ）
14 日 附属小 学校研究発 表 会
17 日 教 務委員 会
教育実習委員会
19 日 予算委員会
教授 会
人事教授 会
20 日 日本 教育大学協会北 陸地区 第 2 部会 ・ 音楽 （於
信州大学）
25 日 富山大学認定講習委員会 （於 県民会館 ）
日本 教育大学協会北 陸地区 第 2 部会 ・ 家庭 （於
新潟大学）
27 日 附属 学校合同運動会
28 日 日本 教育大学協会北 陸地区 第 2 部会 ・ 技術 ・ 職
業 （於 新潟大学）
31 日 社会 教育主事講習打合せ会
｜ 経 済 学 部 ｜
4月 7 日 学部補導委員会
報 第167号
第1 回 教 務委員会
第l回 教授 会
12 日 新入学生 オ リ エ ンテー シ ョ ン及 ぴ 健康診断
15 日 前学期授 業開始
学部補導委員会 （持廻 り ）
16 日 会計検査 院会計実地検査
24 日 第 2 回数 務委員 会 （ 持廻 り ）
26 日 財務委員会
5月 6 日 財 務委員会
7 日 施設整備委員会
学部職業補導委員会
10 日 職業補導に関する説明会
12 日 第 1 回 人事教授 会
第3 回 教 務委貝会
第 2 回 教授 会
14 日 学部補導委員会
20 ～21 日 昭和51年度国立10大学経済 ・ 経営 学部長 ・
事務長会議 （於 長崎大学）
4月 5 ～ 7臼 日本薬 学会全国大会 （ 於 名古屋貿易会館）
10 日 教授 会
13 日 予算委員会
16 日 教授 会
会計検査 院会計実地検査
19 日 学部 ・ 大学院前学期授 業開始
22 日 学部補導委員会
5月11 日 学部補導委員 会
12 日 教授 会
薬学研究科委員会
19 日 学部アイ ソ ト ー プ委員会
25 ～26 日 全国薬学部長会議 （ 於 静岡薬科大学）
26 日 教授 会
4月 7 日 教 務委員会
一般 教授 会
研究科委員 会
12 日 新入生 オ リ エ ンテー シ ョ ン及 ぴ 健康診断
14 日 前学期 授業開始
教 務委員会
一般 教授 会
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15日 会計検査 院会計実地検査 16日 国立大学図書館協議会理事会
22日 学部 補導委員会 岸本奨励賞受賞者 選考委員会（於 東京大学）
5月10日 研究 科委員会 17日 会計検査 院会計実地検査
17日 学 科主任打合せ会 19日 事務打合せ会
選考委員会（非常勤 講師） 5月 7日 第26 回北信越 地 区図書館研 修会（於 富山大学
18日 学部 補導委員会 附属図書館）
19日 教 務委員会 17日 事務打合せ会
一般 教授 会 21日 昭和51年度岸本奨励賞選考委員会（於 東京大
専任 教授 会 学総合図書館）
定期 健康診断
21日 北 陸信越 地 区連合大学院委員会 ｜経営短期大学部 ｜27 ～28日 第26 回 国立大学工学部長会議（於 岡山 ）
i 教 聾 部 4月 1 ～ 7日 聴講生 出願手続5 ～ 7日 入学手続
4月 7日 教授 会 10日 入学式
14日 教養部改革小委員会 オ リ エ ンテーション
15日 会計検査 院会計実地検査 12日 前学期授業開始
21日 教養部改革小委員会 新 入生 歓迎会
28日 教授のみの 教授 会 13日 定期 健康診断 ・ X 線間 接撮影
教養部改革小委員会 第1 回 教授 会
5月10日 視聴覚 教 室準備委員会 17日 会計検査 院会計実地検査
12日 教授会 27日 昭和51年度前期分授業料減免選考委員会
教養部改革小委員会 第2 回 教授 会
26日 教授 会 5月21日 第3 回 教授 会
23 日 球技大会（学友会主催）
｜ 和漢薬研究所 ｜ 28日 昭和52年度概算要求事情聴取（於 文部省）
4月 5 ～ 7日 日本薬学会（於 名 古屋市）
9日 特定研究経費要求打合せ会
教 員選考委員会
12日 人事教授 会
13 日 和 漢薬 シ ンポ ジ ウ ム 打合せ会
17日 会計検査 院会計実地検査
19日 和 漢薬 シ ンポ ジ ウ ム 打合せ会
20日 第1 回 教授 会
5 月11日 第2 回 教授 会
12日 研究 科委員会（於 薬学部）
｜ 附 属 図 書 館 ｜
4月 2日 事務打合せ会
13日 図書館 オ リ エ ンテーション
凸ヨ
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